
 

 

 

公表：令和７年 1月 2６日   

事業所名 心理・発達相談室 こぐま   職員数 １０  回収数 １０  割合 １００  ％ 

 

 

 チェック項目 
はい 

(％） 

いいえ

（%) 

わか

らな

い 

工夫している点、課題や改善すべき点な

ど 

環
境
・
体
制
整
備 

① 利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切であるか 100  
  

 

② 職員の配置数は適切であるか 80  20 

 マンツーマンの固定担当制のため休みがと

りづらい点について、スタッフ全員が了解し

ている。 

③ 

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境になってい

るか。また、障害の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフ

リー化や情報伝達等への配慮が適切になされているか 

100  

 

 

④ 
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。

また、子ども達の活動に合わせた空間となっているか 

100 

 
 

 
 

業
務
改
善 

⑤ 
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と振り返

り）に、広く職員が参画しているか 
100  

 
 

⑥ 

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業所の評

価を実施するとともに、保護者等の意向等を把握し、業務改

善につなげているか 

100  

 

  

⑦ 

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を踏

まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果による支

援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報やホームペ

ージ等で公開しているか 

100    

⑧ 
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につな

げているか 
60 30 10 

外部評価をおねがいできるように交渉中 

 

⑨ 
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保している

か 
100  

 内部、外部の研修、講演会等の告知は

積極的に行い、事業所内でも実施。ま

た、各自専門職としての研修に積極的に

参加しているが、事業所としての研修は非

常勤スタッフも多く、全員が参加できる日

程の調整が困難。 

適
切
な
支
援
の
提

供 

⑩ 

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を

客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成している

か 

100  

 

 

⑪ 
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメ

ントツールを使用しているか 
80 20 

 

 

 

 

事業所における自己評価結果（公表）

 



 

 

⑫ 

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童

発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援及び

移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容

から子どもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上

で、具体的な支援内容が設定されているか 

100  

 

 

⑬ 児童発達支援計画に沿った支援が行われているか 100  
  

 

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 100  
  

 

⑮ 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか 100  
  

 

⑯ 
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合

わせて児童発達支援計画を作成しているか 
100  

 
 

⑰ 
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる

支援の内容や役割分担について確認しているか 
100  

 
 

⑱ 
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた

支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか 
90 10 

 
 

⑲ 
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改

善につなげているか 
100  

  

 

⑳ 
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの

必要性を判断しているか 
100  

  

 

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携 

㉑ 
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子ども

の状況に精通した最もふさわしい者が参画しているか 
90 10   

㉒ 
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機関と連

携した支援を行っているか 
100  

  

 

㉓ 

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども

等を支援している場合） 

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と

連携した支援を行っているか 

  

 

 

㉔ 

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども

等を支援している場合） 

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整えている

か 

  

 

 

㉕ 

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援

学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情報共有と相

互理解を図っているか 

  

 
保護者の要望があれば園訪問を丁寧に

行っている 

㉖ 
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）との間

で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか 
80  20 

保護者の要望に応じ各行政の定めた様

式にのっとった情報提供書を作成してい

る。 

㉗ 

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、発達

障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言や研修を

受けているか 

90  10  

㉘ 

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害のない子

どもと活動する機会があるか 

 

  

 職員は所属園の訪問や一般のイベントな

どの招待を受けた際、告知、引率などをお

こなっている。 

㉙ （自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育て会 70  30  



 

議等へ積極的に参加しているか 

㉚ 
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の

状況や課題について共通理解を持っているか 
100  

 
 

㉛ 

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対して家

族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）の支援を行っ

ているか 

100  
 

 

保護者担当者が月 2回のグループ面談を

実施し、その中でプログラムに基づいたアド

バイスを行っている。 

 

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等 

㉜ 
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っている

か 
100  

  

 

㉝ 

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき支

援」のねらい及び支援内容と、これに基づき作成された「児童

発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護

者から児童発達支援計画の同意を得ているか 

100  

 

 

㉞ 
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適

切に応じ、必要な助言と支援を行っているか 
100  

 ㉛に同じ 

 

 

㉟ 
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士の連携を支援しているか 
90 10 

 保護者会等はないが、固定メンバーのグル

ープ面談にすることで保護者同士がつなが

れるよう工夫をしている 

 

㉠ 

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を

整備するとともに、子どもや保護者に周知し、相談や申入れが

あった場合に迅速かつ適切に対応しているか 

100  

 

 

㉡ 
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体

制等の情報を子どもや保護者に対して発信しているか 
90 10  

現在、会報は発行されていないが、月 2

回ある保護者面談で口頭で伝えたり、必

要な情報はメールや HP で配信をしてい

る。今後はさらに HP を活用して発信して

いきたい。 

㉢ 個人情報の取扱いに十分注意しているか 100  
 

 

㉣ 
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた

めの配慮をしているか 
100  

  

 

㉤ 
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれた事

業運営を図っているか 
  

 事業所の特性、利用者の個人情報等の

問題があり、その様な機会は設けていない 

非
常
時
等
の
対
応 

㉥ 

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュア

ル等を策定し、職員や保護者に周知するとともに、発生を想

定した訓練を実施しているか 

100  

 

 

㉦ 
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な

訓練を行っているか 
100  

 年に一度、スタッフのみでは行っているが、

回数を増やす予定。 

㉧ 

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を

確認しているか 

 

100  

 

 

㉨ 
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく

対応がされているか 
100   

摂食の機会のある5歳児のみ保護者に確

認している 

㉩ ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有しているか 70 30  

ヒヤリハットの事例が発生した際には、その

日のうちにミーティングを行い、スタッフ全員

で情報共有を行っている。 

㉪ 
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切

な対応をしているか 
100  

 行政で行う研修について掲示板にはるなど

して周知。その他外部で専門職としての研



 

修を積極的に受講している。 

㉫ 

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織

的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、児童発達支援計画に記載しているか 

  

 
「やむを得ず身体拘束を行う」という事態が

発生しない。 

 

○この児童発達支援自己評価表は、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の職員の方に、事業

所の自己評価をしていただくものです。 

 「はい」、「いいえ」、「わからない」のいずれかに「○」を記入するとともに、「工夫している点」、「課題や改善す

べき点」等について記入してください



 

 

公表：令和７年 1月 26日   

事業所名 心理・発達相談室 こぐま   保護者等数（児童数）50 回収数 50  割合 100 ％ 

 
チェック項目 はい 

どちらとも 

いえない 
いいえ 

わから 

ない 
ご意見 

ご意見を踏まえた 

対応 

環
境
・
体
制
整
備 

① 
子どもの活動等のスペースが十分に確保され
ているか              

96％ ４％   

人数に対して広

い空間が確保さ

れている。 

ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ 56㎡、ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ活動ルーム 71㎡に

対し、ｸﾞﾙｰﾌﾟのﾒﾝﾊﾞｰ

５人までとしてます。

一人一人が自分の好

きな遊びを十分にでき

ると共に、ﾌﾟﾗﾚｰﾙなど

を協力して複雑で大き

く長い線路を作る姿も

見られます。体を使っ

て様々な大型遊具で

遊ぶこともできます。 

② 職員の配置数や専門性は適切であるか            96％ ２％  ２％  
 

③ 

生活空間は、本人にわかりやすい構造化さ
れた環境になっているか。また、障害の特性に
応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされている
か                 

90％ 10％   

玄関の扉があけ

にくい。 

昨年までは扉が勢いよ

くしまってしまうので、安

全面から開閉速度を

落とす修繕をしまし

た。そのため、開けにく

く感じるかもしれませ

ん。 

④ 

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
となっているか。また、子ども達の活動に合わ
せた空間となっているか       

92％ 6％  2％ 
建物・設備は古

い。 

建物の古さは仕方な

いのですが、耐震補強

等安全面の工事も完

了し、 設備面では、

廊下療育室の床の張

替え、トイレ改修など

徐々に行っておりま

す。 

適
切
な
支
援
の
提

供 ⑤ 

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画が作成さ
れているか 

100

％ 
   

子供のことをよく

みてくださり、先

生から指摘をさ

れる課題に納得

ができる。 

児童発達支援計画

は児童の担当者だけ

でなく、スタッフ全員で

検討をし、丁寧に作っ

ています。 

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 

 



 

⑥ 

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支
援内容から子どもの支援に必要な項目が適
切に選択され、その上で、具体的な支援内
容が設定されているか 

92％ 2％  6％ 

そもそもガイドライ

ンがよくわからな

い。 

「児童発達支援計画

書」は児童発達支援

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに沿って一

人一人の計画を作成

し、説明をしておりま

す。ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝそのもの

について、説明が不十

分だったようです。次

回からはその説明をし

てから個別の説明をし

たいと思います。より、

ご理解いただけるよう

文書を準備したいと思

います。 

⑦ 
児童発達支援計画に沿った支援が行われて
いるか 

98％ ２％    
 

⑧ 
活動プログラムが固定化しないよう工夫され
ているか 

88％ 6％  6％  
 

⑨ 

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障害のない子どもと活動する機会がある
か 

     

当会の活動上、その

様な機会はありません

が、日常的に通園して

いる園がそのような機

会となっている 

保
護
者
へ
の
説
明
等 

⑩ 
運営規程、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか 

96％ ４％    

 

⑪ 

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援内
容と、これに基づき作成された「児童発達支
援計画」を示しながら、支援内容の説明がな
されたか 

100

％ 
   

  

⑫ 
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング等）が行われているか 

78％ 12％ 2％ 8％ 

月２回のｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ面談にﾍﾟｱﾚﾝ

ﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの抜

粋した部分を聞

いた こ と があ る

が、定期的にお

話を聞く機会が

あってもよいかも

しれない。面談

時にどう対応した

らよいかアドバイ

スをいただけるの

で助かる。 

いわゆるペアレントトレ

ーニングは行ってないが

月 2 回のグループ面

談ではその内容を踏ま

えたアドバイスを行って

います。正式なﾍﾟｱﾚﾝ

ﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは厳密な制

約もあり、こぐまのグル

ープで十分に行うこと

は困難ですが、それに

近い仕組みを考えた

いと思っております。 



 

⑬ 

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理
解ができているか 

98％ 2％   

保護者への支援

が手厚く、親の

心が軽くなる。本

当に心強い。 

このように思っていただ

ける方がたくさんいらっ

しゃることがとてもうれし

いです。今後も一緒に

考えていきましょう。 

⑭ 
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか 

100

％ 
   

 

 

 

⑮ 

父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか 

76％ 10％ 6％ 8％ 

父母会はない

が、週１回固定

ﾒﾝﾊﾞｰでいろいろ

な話ができるのが

うれしい。 

全体の保護者会はあ

りませんが、固定のメン

バーだけでなく、いつも

と違うﾒﾝﾊﾞｰで、保護

者の方と一緒に行うｱ

ｰﾄや音楽療法の「ｵｰ

ﾌﾟﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ」、 

「先輩保護者の話を

お聞きする会」 

「 映画会 」 と い っ た

様々な活動を通して、

保護者同士の連携を

支援してます。 

⑯ 

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、子
どもや保護者に周知・説明され、相談や申入
れをした際に迅速かつ適切に対応されている
か 

98％ 2％   
相談しやすい雰

囲気です。 

月２回のｸﾞﾙｰﾌﾟ面談

がない週も連絡ｼｰﾄに

１週間の様子や心配

事を記入いただき、翌

週に話したり、緊急性

のある場合は電話やメ

ールで対応しておりま

す。 

⑰ 
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか 

96％ 4％    

 

⑱ 

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信されているか 

68％ 20％ ２％ 10％ 

  

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 98％ 2％    
 

非
常
時
等
の
対
応 

⑳ 

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、発生を想定した
訓練が実施されているか 

66％ 18％ ２％ 14％ 

先生方は訓練を

しているとのことで

すが、子供たち

や保護者はして

いない。 

いつもと違うことに対す

る不安を強く感じるお

子さんへの負荷を避け

るため、こどもの参加は

しませんが、担当スタッ

フが責任をもって安全

にお守りできるように全

職員で訓練を行ってま



 

いりました。しかし、所

属園での訓練を積ん

できている年長児にた

いしては、実際に訓練

に参加していただくよう

計画をしています。 

㉑ 
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか 

62％ 16％ 4％ 18％ 
⑳と同様でわか

らない 

⑳と同様の理由から

次年度以降は年長

児に対しては年に数

回実施予定です。ま

た、保護者の方には

定期的に説明をする

ようにしていきます。 

満
足
度 

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 96％ ４％   

＊こどもにとって、

自分を出せる場

所。ありがたく思

っている。 

＊毎週、先生に

会えるのを楽し

みにしている。 

＊子どもが楽し

める工夫をたくさ

んしてくださり、感

謝です。 

お子様方が楽しみにき

てくださること、そこから

すべてが始まっていくの

だと思います。担当者

は子供の行動を”困っ

た行動”ではなく、”困

っている結果の行動”

ととらえることで、子ども

たちは自分を否定され

ることなく、楽しく過ご

すことができます。担当

者との1回1回のつみ

かさねが成長につなが

っていくと考えておりま

す。 

㉓ 事業所の支援に満足しているか 
100

％ 
   

＊こぐまのおかげ

で親子共に日々

成長していけると

感謝している。 

＊おおむね満足

しているが、通級

など就学後のこと

についてもう少し

早く情報が欲し

かった。 

この項目が 100％だっ

たことは本当に嬉しい

です。しかし、ご指摘い

ただいたように、就学

後の情報が不十分だ

ったり、緊急時の対策

について周知に甘さが

あったり、この評価表

から見落としていた大

事なことに気づかせて

いただきました。ありが

とうございました。来年

度も改善すべきところ

について、緊急性の高

いものから、順次対応



 

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達

支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。 

してまいります。 

 


